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要旨 

 

本研究の目的は、幼少期における母親の就業が子供の私立・国立中学校進学確率に与え

る影響を実証的に分析することである。幼少期における母親の就業が子供に与える影響

については様々な議論が展開されているが、本研究では子供の学業的成果の指標として

の私立・国立中学校進学に着目し、その進学確率に対して幼少期における母親の就業が

与える影響を分析した。大阪大学 COEプログラムで実施された親子調査 2005年版お
よび 2007年版のデータを用いて、「0～3歳時」、「4～小学校就学前」、「小学校時」の各
時点での母親の就業が私立・国立中学校進学確率へ与える影響をプロビットモデルで推

定した結果、小学校時点での母親の就業は、子供の私立・国立中学校進学率を 3.5%引
き下げるとの結果を得たが、小学校就学以前の母親の就業については、統計的に有意な

効果は検出されなかった。また母親の就業要因を考慮し、小学校在学時点における母親

の就業の影響について propensity score matching法を用いて分析したが、その分析に
おいては、統計的有意性は若干下がるものの、小学校時点での母親の就業は、子供の私

立・国立中学校進学率を 4.0%から 10.3%引き下げるという、プロビット分析と同様の
負の影響が観測された。 
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